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０７年憲法を考える市民のつどい 

 憲法施行６０年を迎えた５月３日、ワークヒル土浦

において「０７年憲法を考える土浦市民のつどい」が

おこなわれました。今年のつどいは水戸翔法律事務所

の弁護士丸山幸司さんを講師に招いて「国民投票法案」

の問題点についてお話を聞き、質問・意見交流をおこ

ないました。 
 憲法９６条に改正についての規定が書かれているに

もかかわらず手続き法案がないのは立法不作為だとい

う議論があるが、今まで憲法改正をしなかったために

国民が不利益を受けたことがあっただろうか。国民が

改憲を望んでいるのではなく、自民党改憲案が先にあ

って投票法案を作ろうということで、その目的が「戦争をするための国づくり」であり、「中立な

手続法」ではない。問題点が沢山含まれているが、特に①有料広告が１４日前まで自由。（資金が

あればメディアを独占できる）②５００万人の公務員・教育者の運動禁止（内容が明確でない、拡

大解釈も可能）③最低投票率の規定が無い（２割の賛成でも改憲可能）などなど・・・ 
 参加者は８０人。補助イスを入れるほどの盛況出した。なお午前中は土浦駅ペデストリアンデッ

キで署名運動をおこないました。 

 かすみがうら市九条の会は８月５日（日）発足 
かすみがうら市九条の会では第２回準備会を開き、ビデオ「あたらしい憲法のはなし」を見た後か

すみがうら市九条の会の発足の日程を終戦と平和が話題になる８月５日とすることに決定しまし

た。 

第７８回つくば地区メーデー 
 
 第７８回を迎えた０７年つくば学園地区メーデーは、今

年も晴天に恵まれて、大清水公園において盛大に開催さ

れました。安倍内閣が進めている憲法改悪をめざす「国

民投票法案」廃案、国民に負担をおしかぶせ、雇用の不

安と格差の拡大を進める政治を変えさせようという訴え

と決意表明が続きました。その後は例年通り市内中心部

のデモ行進の後夫々の団体・グループごとに昼食を取り

ながら交流を続けていました。参加者は１，２００人。 
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 沖縄からの手紙        小笠原徹さんからの寄稿です 

   小笠原徹さんの若い友人から沖縄で感じた過去への責任の重さを訴えています 

 
活動ごよみ 

５・ １ つくば地区メーデー（大清水公園） 
５・ ３ 憲法を考える市民のつどい（ﾜｰｸﾋﾙ土浦）

５・１３ 土浦平和の会総会（四中地区公民館） 

５・１９ 県平和委常任委員会（青少年会館）

５・２７ 県平和委理事会（水戸市民会館） 
６・１７ 県平和委員会大会（ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ石岡）


